
　いつになく早い降雪と寒さにこの冬が案じられ、暮れに向かい何かと気忙しい今日この頃、皆さまに
はお変わりなくお過ごしでしょうか。
　札幌市2014年度第３定例会決算特別委員会が11月６日まで開催され、私は8項目にわたる質問を行
い、今後の札幌市における様々な事業が市民にとって、より有益なものとなるように提案や助言を行い
ました。そして、時間を置かず11月27日から12月11日まで補正予算を中心とした第４定例会が開催さ
れ、2014年度予算にしっかりと肉付けがされました。
　大通公園では、西2 丁目をメーン会場にして11 月28 日から12 月24 日まで「第13 回ミュンヘン・
クリスマス市in Sapporo」が開催されています。
　このイベントは、ミュンヘン市と札幌市の姉妹都市提携30 周年を記念して2002年に始まり、ドイツ
の伝統的なクリスマス市を開催することで、市民にドイツ文化に親しむ機会を提供し、初冬における集
客交流の促進を図るものです。
　今年もチ・カ・ホやサッポロファクトリーなど会場周辺地域と連携し、にぎわいと魅力あふれるクリス
マス市を開催しております。また、環境にも優しい取り組みを行い、大通公園西2 丁目会場では、ごみの
削減を図るため、洗って再利用できるリターナブル食器を使用し、食器の回収率を高めるために、デポ
ジット制の採用も行っております。
　今期も残り少なくなりました。“笑顔のまち札幌”を目指し、市民の代表であり、代弁者として、なお一
層精進してまいります。皆様の声をお聞かせいただければ、幸いです。

　地域と創る冬みち事業では、市民懇談会などを通
じ情報発信を行い、地域の実情に合わせた満足度の
高い除排雪の実現を進め、今期は213町内会と新規懇
談会を行い、市内1,877すべての単位町内会との懇談
会が実施される。
　雪置場の確保による地域内雪処理の推進では、公
園や雨水貯留池などの既存公共用地の活用を行い、
公園1,150か所では利用ルールの制定など、地域と行
政が協力して拡大を図る。（東区では街区公園9か所
増で計136か所、雨水貯留池では7か所増の10か所と
なる。）除排雪体制の維持・安定化に向けては、除雪機
械の購入（新規11台、更新13台）を進め、除排雪事業に
参入する企業への支援を進める。メリハリをつけた
冬期道路管理、幹線道路においてはバス路線のうち
専用レーンは3回、優先レーン・狭小バス路線では２
回の排雪を行い、生活道路では、除排雪に関する取り
組みの充実を図り、民間排雪サービスの実態調査や
苦情要望システムの構築を図る。安全な交通環境の
確保には、バス・タクシーからの道路状況等情報を収
集し、幹線緊急除排雪情報はＨＰや放送局による
データー放送提供を実施する。
私の考え：パートナーシップ排雪は、夜間に行う幹線
道路計画排雪と異なり、日中作業が中心のため、ダン
プトラックが交通渋滞に遭うことも多く、運搬効率
の低下を招いている。排雪作業を運搬効率の高い夜
間に切り替えることで、日中以上に作業の進捗が期
待でき、作業員や除雪機械の作業効率を向上させ、ひ
いては経営環境改善も期待できるのではないでしょ
うか。

　男女共同参画社会の実現に向け、課題解決を探る第
31回「日本女性会議」が北海道で初めて札幌市で開催
された。シンポジウムや基調講演のほか、13の分科会
に沖縄県、鳥取県を除く45都道府県から約2,000名が
参加した。
　女性、男性を問わず暮らしやすい社会の実現に向け、
私達一人ひとりが新たな一歩を踏み出し、未来へつな
がる男女共同参画社会を創るメッセージがちりばめら
れていた。
　17日のシンポジウム「働くオンナのサバイバル」では、
東京大学名誉教授の上野千鶴子さんが、働く女性の立
場に視点をあて、会社経営者、アルバイト学生など4名
の女性と、働く環境の改善策などを模索した。上野さん
は指導的地位に占める女性の割合を30％にする目標に
ついて、「スーパーウーマンじゃないとできない、こんな
ことを真似したら心と身体を壊してしまう。労働時間の
短縮、企業の年功序列廃止、同一労働同一賃金の実現
が重要だ。」と語った。また、雇用の規制緩和が進むと、
男女格差だけでなく女性格差も生じ少子化も進むと述
べ、「女性に働いて子どもを産んでほしいのならば、女
性に安定雇用を与えることが必要であり、必要なのは
保育の充実だ。」と訴えた
　分科会「女性に対するあらゆる暴力の根絶」では、
大阪SACHICO加藤治子代表、北海道警察本部犯罪
被害者支援室端室長の講演を聞き、性暴力被害者支
援の仕組み、被害者に寄り添う支援の形を考えること
で、当事者の痛みを共感できる社会の一日も早い実現
を強く願った。

　今期の除雪事業の実施計画が公表され、第３定例会
補正予算後の除雪予算は、総額186億62百万円、前年
予算19％増となった。
この中には、労務費単価上昇や春先執行増への対応が
含まれている。特徴的には、運搬排雪では除雪パートナ
ーシップ制度での排雪延長を21km増、地域からの申請
によるパートナーシップ制度利用延長73km増、市民助
成トラック制度利用延長33km増があげられる。
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